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第
　
回
選
抜
高
等
学
校
野
球

８６

大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
桐
生
第

一
高
等
学
校
野
球
部
。
町
内
出

身
の
久
保
田
晋
司
選
手
と
赤
坂

太
綺
選
手
は
チ
ー
ム
の
一
員
だ
。

　
２
人
が
入
部
し
た
桐
生
第
一

高
等
学
校
野
球
部
は
、
春
・
夏

合
わ
せ
て
　
回
の
甲
子
園
出
場

１２

を
誇
る
強
豪
校
。　

回
目
と
な

１３

る
今
年
の
選
抜
大
会
で
も
活
躍

が
期
待
さ
れ
、
み
ど
り
市
に
あ

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
毎
日
、
汗
を

流
し
て
い
る
。
最
近
は
、
２
月

８
日
と
　
日
の
大
雪
に
よ
り
、

１４

主
に
屋
内
で
の
練
習
と
な
っ
て

い
た
が
、　

日
に
は
本
格
的
に

２６

練
習
を
再
開
。
シ
ー
ト
ノ
ッ
ク

な
ど
の
練
習
を
行
い
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
土
で
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を

汚
し
た
選
手
た
ち
。
練
習
後
、

そ
の
輪
の
中
に
い
た
久
保
田
選

手
、
赤
坂
選
手
の
２
人
に
選
抜

大
会
へ
向
け
て
の
想
い
な
ど
を

聞
い
た
。

―
―
選
抜
大
会
に
出
場
が
決

ま
っ
て
の
感
想
は
？

久
保
田
　
秋
季
大
会
は
勝
つ
た

め
に
毎
試
合
全
力
で
戦
っ
て
い

た
の
で
、
出
場
が
決
ま
っ
て
う

れ
し
い
で
す
。
で
も
、
こ
れ
か

ら
が
ス
タ
ー
ト
な
の
で
、
甲
子

園
で
は
全
力
を
出
し
切
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

赤
坂
　
練
習
を
し
て
い
く
う
ち

に
少
し
ず
つ
甲
子
園
へ
行
く
と

い
う
実
感
が
湧
い
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
、
チ
ー
ム
の
戦

力
に
な
れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
り

た
い
で
す
。

―
―
な
ぜ
、
桐
生
第
一
高
等
学

校
を
選
ん
だ
の
か
。

久
保
田
　
中
学
生
の
と
き
に

入
っ
て
い
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の

先
輩
が
こ
こ
で
プ
レ
ー
す
る
姿

を
見
て
、
自
分
も
同
じ
場
所
で

努
力
し
て
、
甲
子
園
を
目
指
そ

う
と
思
い
ま
し
た
。
目
標
を
か

な
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

や
は
り
こ
の
学
校
に
入
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

赤
坂
　
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で

野
球
部
の
見
学
を
し
た
と
き
に

設
備
な
ど
の
環
境
が
よ
く
て
、

こ
の
学
校
だ
っ
た
ら
、
甲
子
園

を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
、
入
部
を
し
ま
し
た
。

いざ甲子園へ！　選抜出場
町内出身で桐生第一高等学校１年生の久保田晋司選手
と赤坂太綺選手が、３月２１日から阪神甲子園球場を会
場に行われる「第８６回選抜高等学校野球大会」に出
場します。大舞台への出場を間近に控えた２人に今の
心境、大会への意気込みを聞きました。

町
内
出
身
の
２
人
が

選
抜
大
会
に
出
場

桐
生
第
一
高
校
に

入
っ
て
よ
か
っ
た

久
保
田
晋
司

Profile　 久  保  田  晋  司 
く ぼ た しん じ

１９９７年９月２３日 生 ま

れ。１７３㎝、７４㎏。右投げ

右打ち。内野手。町立西

中学校出身。趣味は音

楽鑑賞。
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―
―
久
保
田
選
手
は
秋
季
大
会

全
試
合
に
出
場
。
出
場
し
て
み

て
の
感
想
は
？

久
保
田
　
初
め
て
の
秋
季
大
会

で
体
力
的
に
き
つ
い
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
戦
い
抜

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
頃

の
練
習
の
お
か
げ
で
守
備
に
は

自
信
が
あ
っ
て
、
エ
ラ
ー
を
す

る
気
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

―
―
赤
坂
選
手
は
練
習
中
、
特

に
声
が
出
て
い
た
よ
う
に
見
え

た
が
？

赤
坂
　
こ
の
チ
ー
ム
は
練
習
中

も
よ
く
声
が
出
て
、
元
気
が
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
み
ん
な
と
１

つ
の
ボ
ー
ル
を
追
っ
て
い
る
と

「
や
る
ぞ
！
」と
い
う
気
持
ち
に

な
っ
て
、自
然
と
声
が
出
ま
す
。

―
―
毎
日
の
練
習
は
つ
ら
く
な

い
か
？

久
保
田
　
練
習
は
つ
ら
い
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
日

続
け
て
い
れ
ば
、
い
つ
か
そ
れ

が
当
た
り
前
に
な
っ
て
、
自
分

の
自
信
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

赤
坂
　
全
体
練
習
の
ほ
か
に
、

素
振
り
な
ど
の
自
主
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
も
し
て
き
ま
し
た
。
努
力

を
す
れ
ば
絶
対
に
報
わ
れ
る
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
練
習
を
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
将
来
の
夢
は
？

久
保
田
　
巨
人
の
村
田
修
一
選

手
の
よ
う
に
、
守
備
が
上
手
く

て
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
て
る
よ

う
な
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
り
た

い
で
す
。

赤
坂
　
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
っ

て
、
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ

ル
ス
の
嶋
　
基
宏
選
手
の
よ
う

に
投
手
の
持
ち
味
を
引
き
出
せ

る
捕
手
に
な
り
た
い
で
す
。

―
―
選
抜
大
会
へ
向
け
て
の
意

気
込
み
は
？

久
保
田
　
１
戦
、
１
戦
全
力
で

戦
っ
て
、
ま
ず
は
１
勝
を
目
指

し
ま
す
。
両
親
を
は
じ
め
、
多

く
の
人
の
支
え
の
お
か
げ
で
甲

子
園
に
出
場
で
き
る
と
思
う
の

で
、
そ
う
し
た
人
に
プ
レ
ー
で

恩
返
し
が
し
た
い
で
す
。

赤
坂
　
１
戦
必
勝
で
、
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。
両
親
に
は
、
毎

日
、
お
弁
当
を
用
意
し
て
も

ら
っ
た
り
し
て
感
謝
し
て
い
る

の
で
、
そ
の
想
い
を
プ
レ
ー
で

返
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
甲
子
園
出
場
と
い
う
切
符
を

手
に
入
れ
た
久
保
田
選
手
と
赤

坂
選
手
。２
人
は
ま
だ
１
年
生
。

選
抜
大
会
の
後
に
は
、
夏
の
大

会
が
待
っ
て
い
ま
す
。春
と
夏
、

そ
し
て
そ
の
先
も
、
２
人
が
活

躍
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

interview

　

　久保田は肩がよく、守備もしっかり

していてエラーがないので、期待をし

ています。赤坂はひと冬を越してスイ

ングがよくなってきましたし、キャッ

チャーとしてはもともと良いものを

もっているので、これからあがってき

てほしいですね。選抜大会では、群馬

県代表という自覚をもって、恥ずかし

くない試合をして、まずは初戦を突破

したいと思っています。

桐生第一高等学校野球部

監督　福田治男さん

群馬県代表として

全力を尽くし、

まずは初戦突破

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が

甲
子
園
へ
つ
な
が
る

選
抜
大
会
へ
向
け
て

取
材
を
終
え
て

赤
坂
太
綺

Profile　 赤  坂 
あか さか

 太  綺 
たい き

１９９７年８月１９日 生 ま

れ。１７４㎝、７２㎏。右投げ

左打ち。捕手。町立南中

学校出身。趣味は音楽

鑑賞。
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町
で
は
、「
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
お
よ
び
「
元

気
で
活
気
が
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
と
と
も
に
、
多
様
化
す
る

住
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ
効
率
的
に
対
応
し
、
地
方
分
権
時
代
に
的
確

に
対
応
で
き
る
組
織
と
す
る
た
め
、
４
月
１
日
よ
り
行
政
機
構
の
改
革

を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
　
部
　
課
　
係
か
ら
　
部
　
課
　
係
と
な
り
ま
す
。

１０

２９

３８

１０

２９

４２

【
総
務
部
安
全
安
心
課
】

　
危
機
管
理
係
と
交
通
防
犯
係

の
２
係
と
な
り
ま
す
。

□
業
務
内
容

・
危
機
管
理
係
…
危
機
管
理
、

防
災
、
水
防
、
国
民
保
護
、

消
防
団
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
交
通
防
犯
係
…
交
通
安
全
、

防
犯
な
ど
に
関
す
る
こ
と

【
企
画
部
広
報
情
報
課
】

　
広
報
広
聴
係
と
情
報
政
策
係

の
２
係
と
な
り
ま
す
。

□
業
務
内
容

・
広
報
広
聴
係
…
広
報
広
聴
、

広
報
紙
の
編
集
お
よ
び
発
行

な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
情
報
政
策
係
…
情
報
政
策
な

ど
に
関
す
る
こ
と

【
社
会
福
祉
部
福
祉
課
】

　
社
会
福
祉
係
と
障
害
福
祉
係

の
２
係
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
福
祉
医
療
費
に
関
す

る
こ
と
は
、
新
設
す
る
健
康
推

進
部
国
保
介
護
課
国
民
健
康
保

険
係
に
移
り
ま
す
。

□
業
務
内
容

・
社
会
福
祉
係
…
生
活
保
護
、

更
生
保
護
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
障
害
福
祉
係
…
障
害
者
福
祉

な
ど
に
関
す
る
こ
と

【
社
会
福
祉
部
高
齢
福
祉
課
】

　
こ
れ
ま
で
の
健
康
推
進
部
長

寿
支
援
課
を
廃
止
し
、
長
寿
支

援
課
長
寿
支
援
係
を
高
齢
福
祉

課
高
齢
福
祉
係
と
し
て
、
社
会

福
祉
部
に
新
設
し
ま
す
。

□
業
務
内
容

・
高
齢
福
祉
係
…
高
齢
者
福

祉
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、高

齢
者
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど
に
関
す

る
こ
と

【
健
康
推
進
部
長
寿
支
援
課
】

　
長
寿
支
援
課
は
廃
止
と
な

り
、
長
寿
支
援
係
は
社
会
福
祉

部
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

と
、
介
護
保
険
係
は
新
設
す
る

国
保
介
護
課
介
護
保
険
係
と
な

り
ま
す
。

【
健
康
推
進
部
国
保
介
護
課
】

　
こ
れ
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

課
国
民
健
康
保
険
係
と
長
寿
支

援
課
介
護
保
険
係
を
統
合
し
、

国
民
健
康
保
険
係
と
介
護
保
険

係
か
ら
な
る
国
保
介
護
課
を
健

康
推
進
部
に
新
設
し
ま
す
。

□
業
務
内
容

・
国
民
健
康
保
険
係
…
国
民
健

康
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
、

福
祉
医
療
費
な
ど
に
関
す
る

こ
と

・
介
護
保
険
係
…
介
護
保
険
な

ど
に
関
す
る
こ
と

【
住
民
経
済
部
商
工
振
興
課
】

　
商
工
課
の
名
称
を
商
工
振
興

課
と
変
更
し
、
企
業
誘
致
係
と
商

工
振
興
係
の
２
係
と
な
り
ま
す
。

機
構
改
革
に
よ
る
変
更
点

４月から町の組織４月から町の組織がが変変わりますわります
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庶　務　課

学校教育課

生涯学習課

スポーツ文化振興課

庶　　務　　係

学 校 教 育 係

小　　学　　校

生 涯 学 習 係

公　　民　　館

スポーツ文化振興係

  子 育 て 支 援 係

　保 　 　 育 　 　 園

　児 　 　 童 　 　 館

収　　　納　　　係

町　
　

長

副　

町　

長

秘　書　課

総　務　課

安全安心課

契約検査課

企　画　課

広報情報課

国際協働課

財　政　課

税　務　課

収　納　課

　財 政 係

契 約 検 査 係

企 画 調 整 係

広 報 広 聴 係

情　報　政　策　係

国　際　協　働　係

多文化共生コミュニティセンター

住民活動支援センター

用 地 管 財 係

 町 民 税 ・ 諸 税 係

　資 産 税 係

社　会　福　祉　係
福　祉　課

高齢福祉課

子育て支援課

地域活動支援センター

心身障害者等デイサービスセンター

障害児（者）集団活動訓練施設

高　齢　福　祉　係

  老人福祉センター

高齢者ふれあいセンター

国 民 健 康 保 険 係

介　護　保　険　係

健 康 づ く り 係

国保介護課

健康づくり課

総　

務　

部

企　

画　

部

財　

務　

部

社
会
福
祉
部

健
康
推
進
部

土　木　課

建　築　課

都市整備課

土　　　木　　　係

管 　 理 　 係

建 　 築 　 係

都　市　整　備　係

住
民
経
済
部

都
市
建
設
部

生
活
環
境
部

 い ず み の 杜

住　民　課

商工振興課

農　政　課

住 　 　 民 　 　 係

企　業　誘　致　係

商　工　振　興　係

農　業　振　興　係

水 　 道 　 係

浄 配 水 場

環　境　課

下 水 道 課

水　道　課

環 　 境 　 係

衛 生 セ ン タ ー

下 水 道 係

会　計　課 出 納 審 査 係

教
育
委
員
会

図　　書　　館

中　　学　　校

教 育 研 究 所

庶　　務　　係

 議 事 調 査 係

事　務　局 監　　査　　係

事　務　局  農 地 農 振 係

会計管理者

事　務　局

固定資産評価審査委員会

保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

管理者

 町 民 体 育 館

文　化　む　ら

上記の枠で囲っているところが

変更された課・係です。

秘 　 　 書 　 　 係

法 規 行 政 係

危 機 管 理 係

交 通 防 犯 係

人 事 係

障 害 福 祉 係

教 

育 

長

教 

育 

部

議　
　

会

公 平 委 員 会

監 査 委 員

農 業 委 員 会

選挙管理委員会

□
業
務
内
容

・
企
業
誘
致
係
…
企
業
誘
致
な

ど
に
関
す
る
こ
と

・
商
工
振
興
係
…
商
工
業
、
観

光
、
勤
労
者
、
統
計
、
い
ず

み
の
杜
な
ど
に
関
す
る
こ
と

【
都
市
建
設
部
建
築
課
】

　
管
理
係
と
建
築
係
の
２
係
と

な
り
ま
す
。

□
業
務
内
容

・
管
理
係
…
町
営
住
宅
の
維
持

管
理
な
ど
に
関
す
る
こ
と

・
建
築
係
…
町
営
住
宅
の
建
築

お
よ
び
建
設
計
画
な
ど
に
関

す
る
こ
と

【
都
市
建
設
部
都
市
整
備
課
】

　
都
市
整
備
係
と
区
画
整
理
係

を
統
合
し
、
都
市
整
備
係
の
１

係
と
な
り
ま
す
。

※
機
構
改
革
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
総
務
課
法
規
行
政
係
（
内

線
２
２
２
）
へ
。
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４
月
１
日
か
ら
消
費

税
率
が
５
％
か
ら
８
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
町
の
施
設
の

使
用
料
な
ど
の
一
部
が

変
わ
り
ま
す
。

　
使
用
料
が
変
更
と
な

る
対
象
の
主
な
施
設
な

ど
は
下
表
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
水
道
料
金

お
よ
び
公
共
下
水
道
使

用
料
に
つ
い
て
は
経
過

措
置
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
、
水
道
課
お
よ

び
下
水
道
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
変
更
後
の
使
用
料
な

ど
詳
し
く
は
、
各
担
当
課

へ
。 　

町
の
施
設
の
使
用
料
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

各
担
当
課

問い合わせ先事項

内線１３１、１３２環境課公園墓地管理料、狂犬病予防注射料金

内線２０７、２０８都市整備課公園の使用が営利を目的とする場合の使用料

内線１６０、１６１水道課水道料金、水道加入金

内線１６２、１６３下水道課公共下水道使用料

緯６３・１２６６大泉町外二町清掃センター清掃センターごみ処理手数料（事業系など）

■そのほか変更となる使用料など

■使用料が変更となる主な施設

問い合わせ先施設名

緯６２・２３３０町公民館町公民館

内線３０４スポーツ文化振興課

文化むら

とね運動場

小・中学校

内線３０１庶務課地域交流センター

緯５５・２６３２

（緯５５・２６３１）

長寿支援課

（４月１日以降は高齢福祉課）

老人福祉センター

高齢者ふれあいセンター

内線１３７、１３８商工課いずみの杜

内線２０７、２０８都市整備課

いずみ総合公園（体育館・野球
場・サッカー場）

南公園

御正作公園

スバル運動公園

中央公園野外ステージ

いずみ緑道野外ステージ

緯６２・６００１大泉町外二町斎場大泉町外二町斎場

　
平
成
　
年
度
の
国
民
年
金
保

２６

険
料
は
月
額
１
万
５
２
５
０
円

で
す
。
平
成
　
年
度
分
の
国
民

２６

年
金
保
険
料
納
付
書
は
、
４
月

初
め
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
国

民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
と

い
っ
し
ょ
に
送
ら
れ
ま
す
。

【
前
納
制
度
】

　
国
民
年
金
に
は
、
一
括
し
て

保
険
料
を
納
め
る
と
割
引
に
な

る
「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

現
金
で
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る

人
は
「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

案
内
書
」
に
付
い
て
い
る
「
前

納
納
付
書
」
を
使
用
し
て
、
納

付
書
の
使
用
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
た

期
間
中
に
、
就
職
し
て
厚
生
年

金
に
加
入
す
る
な
ど
の
理
由
に

　
平
成
　
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
お
知
ら
せ

２６

住
民
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
２
５
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よ
り
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
に

は
、
そ
れ
以
降
の
期
間
の
保
険

料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

□
前
納
し
た
場
合
の
保
険
料

・
６
か
月
前
納
…
９
万
７
６
０

円
（
毎
月
納
め
る
場
合
よ
り

７
４
０
円
割
引
）

・
１
年
前
納
…
　
万
９
７
５
０

１７

円
（
毎
月
納
め
る
場
合
よ
り

３
２
５
０
円
割
引
）

【
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

請
が
で
き
る
対
象
期
間
が
拡
大

さ
れ
ま
す
】

　
国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な

い
と
き
や
失
業
な
ど
に
よ
り
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の

免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
４
月
か
ら
は
、
申
請
時
点
の

２
年
１
か
月
前
の
月
分
ま
で
申

請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の

際
に
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
期
間
に
対
応
す
る

前
年
所
得
に
基
づ
き
審
査
を
行

い
ま
す
の
で
、
免
除
が
承
認
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□
申
請
場
所
　
住
民
課
、
太
田

年
金
事
務
所
（
太
田
市
小
舞

木
町
２
６
２
）

□
持
参
す
る
物
　
年
金
手
帳
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
身
分
証

明
書
、
印
鑑

※
他
市
町
村
か
ら
大
泉
町
へ
住

所
変
更
し
た
人
や
失
業
に
よ
る

特
例
申
請
を
す
る
人
は
、
そ
の

他
の
証
明
書
が
必
要
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。

【
障
害
年
金
受
給
な
ど
で
法
定

免
除
を
受
け
て
い
る
人
も
通
常

納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
】
　
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
な
ど

に
よ
り
法
定
免
除
と
な
っ
て
い

る
人
に
つ
い
て
、
４
月
か
ら
保

険
料
を
通
常
納
付
で
き
る
「
納

付
申
出
制
度
」が
始
ま
り
ま
す
。

　
納
付
申
出
に
よ
り
、
保
険
料

の
口
座
振
替
や
前
納
に
よ
る
保

険
料
の
割
引
、
付
加
年
金
の
加

入
な
ど
、
便
利
で
お
得
な
制
度

を
併
せ
て
ご
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

□
申
請
場
所
　
住
民
課
、
太
田

年
金
事
務
所

□
持
参
す
る
物
　
年
金
証
書
、

印
鑑

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
、
ま
た

は
太
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金

課
（
緯
　
・
３
７
１
２
）
へ
。

４９

　町では、平成２６年２月の豪雪により、自己所有

の住宅などに被害を受け、修繕を行った人に見舞

金を支給します。

□対象　豪雪により住宅および付帯設備（車庫、

物置、カーポート、テレビアンテナなど）に損

壊などの被害を受けた町内に居住する人で、修

繕に１０万円以上の費用を要した人

□申請場所　保健福祉総合センター（吉田２４６５）

□申請方法　修繕報告書（福祉課にあります）に

必要事項を記入の上、下記の持参する物と併せ

て福祉課へ提出する

□申請期限　９月３０日昇

□持参する物　修繕費用の領収書、修繕部分（修

繕の前後）を撮影した写真、振込先金融機関の

通帳

□支給金額　同一世帯または同一住宅につき１万

円（１回限り）

□支給方法　口座振込による支給

※修繕報告書は、町ホームページ（http://www.tow

n.oizumi.gunma.jp/）からもダウンロードできます。

詳しくは、福祉課（緯５５・２６３１）へ。

　町では、平成２６年２月の豪雪により、損壊した

カーポートなどの品目について、緊急対応として

受け入れを行います。

□受入期限　３月３１日捷（土・日曜日は除く。た

だし、第３土曜日は受け入れを行います）

□受入時間　午前９時～１１時３０分、午後１時～４時

□受入場所　清掃センター（上小泉３３０の１）

□受入対象　町内の個人住宅のもので、２月の豪

雪によって損壊したカーポート、物置（簡易な

もの）、テラス、瓦など。また、通常受け入れが

可能なアクリル製の屋根や鉄筋に加え、ＦＲＰ

やグラスファイバー製の屋根や瓦なども受入対

象となります

□費用　無料

□注意事項　受入対

象となるのは、被

害に遭った個人が

直接搬入したもの

に限ります

※詳しくは、環境課

（内線１３２）へ。

雪害に伴う廃棄物の受け入れ

雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪害害害害害害害害害害へへへへへへへへへへのののののののののの見見見見見見見見見見舞舞舞舞舞舞舞舞舞舞金金金金金金金金金金ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいい雪害への見舞金についててててててててててて
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壊

【町内の放射線量の測定結果】

　町では、町内の公共施設などにおいて屋外

の空間放射線量の測定を実施し、測定の結果

は、地上高さ１ｍ地点の基準値「０．２３マイク

ロシーベルト／時」を下回っています。また、

子どもが集まる場所を対象とした町独自の厳

しい基準である「地表面で０．２３マイクロシー

ベルト／時」の箇所もありませんでした。

　今後も調査を継続し、結果は随時広報おお

いずみや町ホームページにてお知らせしま

す。町ホームページをご覧になれない人には

環境課で測定結果を配布していますので、ご

利用ください。

□測定日　２月６日～１３日

□測定場所　町内公共施設など４５地点

□測定値（定点測定、地上高さ１ｍ地点）

・最大値…０．０８４マイクロシーベルト／時

・最小値…０．０４０マイクロシーベルト／時

※詳細は、町ホームページをご覧ください。

【水道水の安全性】

　２月３日、１９日に町内２か所の浄配水場と、

２月２６日に東部地域水道事務所（千代田町）で

放射性物質の検査を行った結果、それぞれ放

射性物質は検出されず、飲用に支障がないこ

とが確認されています。

【被災者への支援（２月２８日現在）】

□義援金総額　１,７２１万５,６２３円

東日本大震災関連情報

【
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に

関
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
】

　
町
で
は
、前
年
度
の
大
腸
が
ん
・

子
宮
 頸
 が
ん
・
乳
が
ん
検
診
に
お

け
い

け
る
「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
」
対
象
者
３
１
２
１
人
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
５
３
３
人

に
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n.oiz

um
i.g
unm
a
.jp/

）
で
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
健
康
づ
く
り
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
自
殺
対
策
強
化
月
間
】

　
国
は
、
例
年
自
殺
者
数
の
多
い

３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

と
定
め
ま
し
た
。

　
自
殺
対
策
に
は
、
環
境
の
整
備

も
必
要
で
す
が
、
ま
ず
は
こ
こ
ろ

の
変
調
に
本
人
や
周
り
の
人
が
気

づ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
あ
な
た

の
周
り
の
人
が「
い
つ
も
と
違
う
」

と
き
に
は
、
ま
ず
は
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。
自
殺
で
亡
く
な
っ
た

人
の
多
く
が
う
つ
病
な
ど
の
こ
こ

ろ
の
病
を
抱
え
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。
疲
れ
て
い
る
の

に
、
２
週
間
以
上
眠
れ
な
い
日
が

続
い
て
い
る
場
合
、
そ
れ
は
「
う

つ
」の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

早
め
に
か
か
り
つ
け
医
、
ま
た
は

専
門
機
関
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
緯

　
・
２
１
２
１
）
へ
。

６２

　
福
祉
医
療
制
度
と
は
、
対
象
者

が
健
康
保
険
証
を
使
用
し
て
医
療

を
受
け
た
場
合
、
医
療
機
関
に
支

払
う
自
己
負
担
分
の
医
療
費
を
助

成
す
る
制
度
で
す
。

　
平
成
　
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

１９

　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
（
平

２０成
　
年
４
月
１
日
か
ら
小
学
校
に

２６
入
学
す
る
年
齢
）
の
福
祉
医
療
費

受
給
資
格
者
証
が
更
新
と
な
り
ま

す
。
　
対
象
者
の
い
る
ご
家
庭
に
４
月

１
日
か
ら
有
効
の
新
し
い
受
給
資

格
者
証
を
郵
送
し
ま
す
。

　
窓
口
で
の
手
続
き
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
新
し
く
届
い
た
受
給
資

格
者
証
を
お
使
い
い
た
だ
き
、
現

在
お
使
い
の
受
給
資
格
者
証
は
お

手
数
で
す
が
、
４
月
１
日
以
降
に

新
設
さ
れ
る
国
保
介
護
課
ま
で
ご

返
却
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
対
象
年
齢
の
人
で
も
、

父
子
母
子
家
庭
な
ど
や
障
害
を
お

持
ち
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
で
受

給
資
格
の
あ
る
人
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
回
の
更
新
の
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
３
月
　
日
ま
で
は

３１

福
祉
課
（
緯
　
・
２
６
３
１
）、
４

５５

月
１
日
以
降
は
、国
保
介
護
課（
緯

　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５

Inform
ation O

izum
i

く
ら
し

情
報
情
報

の

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
悪
質

商
法
に
対
す
る
苦
情
や
相
談

を
受
け
、
解
決
の
た
め
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
町
民
相
談
室
と

連
携
を
図
り
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
利
便
性
の
向
上
の
た

め
、
商
工
課
内
に
あ
っ
た
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
、
町
民

相
談
室
西
側
に
移
動
し
ま

す
。

□
移
動
日
　
４
月
１
日
昇

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が

移
動
し
ま
す

健
康
づ
く
り
課
か
ら
の

お

知

ら

せ

健
康
づ
く
り
課

福

祉

医

療

費

受

給

資

格

者

証

の

更

新

福
祉
課
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解

廻

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊
壊

【
資
源
ご
み
回
収
奨
励
金
】

　
育
成
会
な
ど
の
地
域
団
体
が
家

庭
か
ら
出
る
資
源
ご
み
を
回
収

し
、
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
活

動
に
対
し
、
奨
励
金
を
交
付
し
ま

す
。
資
源
ご
み
の
回
収
は
、
資
源

の
有
効
利
用
、
ご
み
の
減
量
に
も

つ
な
が
る
ほ
か
、
も
の
を
大
切
に

す
る
意
識
の
高
揚
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
も
役
立
ち

ま
す
の
で
、
積
極
的
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

□
対
象
と
な
る
資
源
ご
み
　
紙

類
・
空
び
ん
類
・
金
属
類
・
布
類

□
対
象
団
体
　
町
内
在
住
者
で
構

成
さ
れ
た
営
利
を
目
的
と
し
な

い
団
体（
育
成
会
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
）

□
交
付
金
額
　
資
源
ご
み
を
廃
品

回
収
業
者
な
ど
に
売
却
し
た
量

に
応
じ
て
１
㎏
７
・
６
円
で
交

付
（
１
円
未
満
の
端
数
は
切
り

捨
て
）

□
申
請
方
法
　
事
業
実
施
前
に
資

源
ご
み
回
収
推
進
団
体
の
登
録

を
し
て
、
実
施
後
１
か
月
以
内

に
、
必
要
書
類
を
そ
ろ
え
て
環

境
課
へ
提
出
す
る

□
必
要
書
類

・
資
源
引
取
業
者
の
仕
切
伝
票

（
領
収
書
）
の
写
し

・
申
請
書（
環
境
課
に
あ
り
ま
す
）

※
申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http
://w
w
w
.tow
n.oizum

i.g
unm

a
.jp
/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

【
新
年
度
の
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
を
配
布
】

　
現
在
町
で
は
、
新
年
度
の
ご
み

の
収
集
日
程
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

平
成
　
年
度
分
の
「
ご
み
収
集
カ

２６

レ
ン
ダ
ー
」を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
分
別
の
仕
方
や
、ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
な
い
ご
み

な
ど
の
例
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、ご
み
出
し
や
分
別
を
す
る
と

き
な
ど
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
み
を
出
す
際
は
、「
ご
み
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
」を
よ
く
確
認
し
て
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
ご
み
を
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に

載
っ
て
い
な
い
ご
み
の
出
し
方
」

や
、「
近
く
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
場
所
」な
ど
不
明
な
点
は
、各
行

政
区
の
衛
生
環
境
保
全
推
進
委
員

さ
ん
、ま
た
は
環
境
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
配
布
方
法
　
環
境
課
の
窓
口
に

て
配
布
。
ま
た
は
、
各
行
政
区

の
区
長
さ
ん
や
衛
生
環
境
保
全

推
進
委
員
さ
ん
を
通
じ
て
配
布

【
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

を
公
表
し
ま
す
】

　
平
成
　
年
　
月
　
日
か
ら
　
月

２５

１１

２５

１２

　
日
ま
で
の
間
、
大
泉
町
一
般
廃

２５棄
物
処
理
基
本
計
画
策
定
に
あ
た

り
、
ご
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
２
人
か
ら
４
件
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
い
た
だ
き
ま

し
た
ご
意
見
お
よ
び
町
の
考
え
方

に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
　
日
ま

３１

で
役
場
１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
図

書
館
、
町
公
民
館
、
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
な
お
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp://w
w
w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.j

p/

）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
環
境
課
（
内
線
１
３

２
）
へ
。

環
境
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

環
境
課

情報情報くらしの Information

【延長窓口】

□期日　３月１２日、１９日、２６日およ

び４月２日、９日、１６日の水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□期日　３月１５日、２２日、２９日およ

び４月５日、１２日の土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課・水道課

※内容によっては受付ができないこと

もありますので、事前にご確認くださ

い。詳しくは、各担当課へ。

時間外窓口

町の人口と世帯

先月の１１９番

前月対比２月末日現在の数

＋２７４０,７８０　人
人 口

(＋１４)(６,０６０　人)

＋１５２１,１００　人
男

(＋９)(３,２０２　人)

＋１２１９,６８０　人
女

(＋５)(２,８５８　人)

＋２５１７，７７７世帯
世帯数

(＋６）(３,００１世帯)

出  生　２５人　　死  亡　２８人

(　)内は外国人数・世帯数

平成２６年累計２月分

２（１）件０（０）件
△火災発生

（　）内は建物火災

調査中０円△損 害 額

２４６件１４２件△救急出動

２８件２１件 煙交通事故

１６２件８８件 煙急 病

５６件３３件 煙そ の 他

・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

□
相
談
受
付
日
　
月
～
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）

□
相
談
受
付
時
間
　
午
前
９

時
～
午
後
４
時
（
移
動
前

と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

※
詳
し
く
は
、
町
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
５
１

６３

１
）、
ま
た
は
商
工
課
（
内

線
１
３
７
）
へ
。

ＷＣ

階段

商
工
課

ＥＶ

通
路

群馬銀行
出張所

会
計
課

正面玄関
町民
相談室

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
移
動
先
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※
詳
し
く
は
、井
上
正
俊
さ
ん（
緯

　
・
３
６
４
７
）
へ
。

６２　
サ
ン
ゴ
ー
ヨ
ン
★
サ
ッ
カ
ー
製

作
実
行
委
員
会
で
は
、
町
を
舞
台

に
「
共
生
」
と
「
二
面
性
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
映
画
制
作
を
行
い
ま

す
。
　
メ
イ
ン
キ
ャ
ス
ト
に
は
、
町
内

の
人
や
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
起
用
し
て

い
く
予
定
の
た
め
、
本
作
の
出
演

者
を
募
集
し
ま
す
。

□
１
次
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
日
時

・
４
月
　
日
　
　
午
後
５
時
～
８

２５

（金）

時
・
４
月
　
日
　
　
午
前
　
時
～
午

２６

（土）

１０

後
３
時

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生
～
高
校
生

□
応
募
方
法
　
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
町
商
工
会

「
サ
ン
ゴ
ー
ヨ
ン
★
サ
ッ
カ
ー
」

キ
ャ
ス
ト
応
募
係
（
〒
　
０
５

３７０

２
３
　
吉
田
２
４
６
７
）
へ
郵

送
す
る

□
応
募
用
紙
配
布
場
所
　
商
工

課
、
町
公
民
館
、
図
書
館
、
町

商
工
会
な
ど

□
応
募
締
切
　
４
月
　
日
　
　
必

２２

（火）

着
※
２
次
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
１

次
通
過
者
の
み
、
５
月
　
日
　
　

１０

（土）

午
前
　
時
～
午
後
３
時
に
行
い
ま

１０

す
。
詳
し
く
は
、
サ
ン
ゴ
ー
ヨ
ン

★
サ
ッ
カ
ー
製
作
実
行
委
員
会
宮

地
克
徳
さ
ん
（
緯
　
・
２
９
２
５
）

６２

へ
。

　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
群
馬
第
　
団
１７

で
は
、会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
い
っ
し
ょ
に

体
験
し
ま
せ
ん
か
。

□
募
集
部
門

・
テ
ン
ダ
ー
フ
ッ
ト
…
就
学
前
の

１
年

・
ブ
ラ
ウ
ニ
ー
…
小
学
１
～
３
年
生

・
ジ
ュ
ニ
ア
…
小
学
４
～
６
年
生

□
活
動
時
間
　
毎
月
２
～
３
回
　

主
に
日
曜
日
の
午
前
中
２
時
間

□
活
動
場
所
　
町
公
民
館
（
吉
田

２
４
６
５
）

※
詳
し
く
は
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

団
委
員
長
糸
井
紘
子
さ
ん（
緯
　
・
６２

４
５
３
３
）
へ
。

　
私
た
ち
は
日
常
生
活
や
社
会
活

動
に
お
い
て
、い
ろ
い
ろ
な
形
で
た

く
さ
ん
の
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
各
家
庭
や
事
業
所
な

ど
の
台
所
、
風
呂
、
洗
面
所
、
ト

イ
レ
、
洗
濯
な
ど
か
ら
出
る
全
て

の
汚
れ
た
水
を
、
下
水
道
管
を
通

し
て
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
集
め
、
き

れ
い
な
水
に
し
て
自
然
に
か
え
す

た
め
、
計
画
的
に
下
水
道
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
地
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に

は
、
宅
地
内
の
排
水
設
備
接
続
工

事
を
行
い
、
１
日
も
早
く
下
水
道

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
衛
生
的

で
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
す
で
に
下
水
道
を
利
用

さ
れ
て
い
る
家
庭
で
は
油
な
ど
を

下
水
道
に
流
さ
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
下
水
道
課
（
内
線
１

６
２
）
へ
。

　
講
師
の
先
生
か
ら
お
茶
の
作
法

を
学
び
、
お
茶
を
お
い
し
く
い
た

だ
き
ま
し
ょ
う
。

□
期
日
　
３
月
　
日
　

２７

（木）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

□
対
象
　
小
学
生

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
西
児
童
館
へ
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
期
間
　
３
月
　
日
　
～
　

１７

（月）

２４

日
　（月）

※
詳
し
く
は
、
西
児
童
館
（
緯
　
・
６２

４
６
８
９
）
へ
。

　
館
林
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
収
益
金
は
特
殊
財
団
法

人
県
ア
イ
バ
ン
ク
、
館
林
市
学
童

野
球
連
盟
な
ど
へ
寄
付
し
ま
す
。

□
期
日
　
４
月
　
日
　

２６

（土）

□
時
間
　
午
後
６
時
～
（
午
後
５

時
　
分
開
場
）

３０

□
場
所
　
館
林
市
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル（
館
林
市
城
町
３
の
１
）

□
内
容
　
明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン

倶
楽
部
と
ゲ
ス
ト
の
渡
辺
真
知

子
に
よ
る
演
奏

□
入
場
券
販
売
所

・
館
林
市
文
化
会
館
（
緯
　
・
４

７４

１
１
１
）

・
ジ
ョ
イ
ハ
ウ
ス
（
緯
　
・
４
６

７３

６
９
）　
ほ
か

□
費
用
　
３
５
０
０
円
（
全
席
指

定
席
）

※
電
話
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く

は
、
館
林
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
黒
沢
さ
ん
（
緯
　
・
０
７
９
１
）

８８

へ
。

□
期
日
　
３
月
　
日
　

２３

（日）

□
場
所
　
社
日
稲
荷
神
社
（
城
之

内
１
の
　
の
５
）

１３

□
内
容
・
時
間

・
 御
  神
  楽
 …
午
前
　
時
～
午
後
４

お
 
か
ぐ
 
ら

１０

時
・
 探
  湯
  神
  事
 …
午
後
３
時
～

く
が
 
た
ち
 
し
ん
 
じ

ガ

ー

ル

ス

カ

ウ

ト

群
馬
第
　

分
団
団
員

１７

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
委
員
長

糸
井
紘
子
さ
ん

ま
ち
映
画
「
サ
ン
ゴ
ー
ヨ

ン
★
サ
ッ
カ
ー
」
出
演
者

サ
ン
ゴ
ー
ヨ
ン
★
サ
ッ
カ
ー

製
作
実
行
委
員
会

春

の

社

日

大

祭

井
上
正
俊
さ
ん

明
治
大
学
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

館
林
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

昨年の御神楽の様子

お
茶
の
作
法
を
学
び
ま
し
ょ
う

西
児
童
館

下
水
道
へ
接
続
の
お
願
い

下
水
道
課

昨年の様子
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【
あ
な
た
の
運
転
を
見
つ
め
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
】

　
町
で
は
、
自
動
車
交
通
安
全
教

室
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
の
教
室
は
、
警
察
官
と
金

山
自
動
車
教
習
所
教
習
指
導
員
が

交
通
安
全
に
必
要
な
知
識
と
運
転

技
能
を
指
導
し
、
交
通
事
故
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
教
室
は
何
度
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
試
験
・
検
定
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
内
容
に
つ
い
て
は
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□
期
日
　
４
月
　
日
　

１１

（金）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

３０

□
場
所
　
金
山
自
動
車
教
習
所

（
太
田
市
龍
舞
町
５
５
０
２
）

□
内
容
　

・
自
動
車
運
転
技
能
演
習（
場
内
・

場
外
）

・
交
通
安
全
講
話
な
ど

□
対
象
　
町
内
在
住
、
ま
た
は
在

勤
で
自
動
車
を
運
転
す
る
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

１５

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
安
全
安
心
課
へ
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
４
月
１
日
　（火）

□
持
参
す
る
物
　
自
動
車
運
転
免

許
証

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
安
全
安
心
課
（
内

線
２
２
４
）
へ
。

　
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
障
害
が
重
い
な
ど
の
理

由
で
会
場
に
来
所
で
き
な
い
人
に

つ
い
て
は
、
在
宅
訪
問
診
査
も
あ

り
ま
す
。

□
期
日
　
４
月
　
日
　

１６

（水）

□
受
付
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
館
林
市
苗
木
町
２
４
５

１
の
１
）

□
相
談
科
目
　
整
形
外
科

□
相
談
内
容

・
補
装
具
の
判
定

・
身
体
障
害
者
に
関
す
る
各
種
の

相
談

□
申
込
方
法
　
福
祉
課
へ
直
接
申

し
込
む
（
予
約
制
）

□
持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
身
体
障

害
者
手
帳

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
緯
　
・
５５

２
６
３
１
）
へ
。

□
財
政
調
整
基
金

・
５
万
円
　
　
町
小
売
酒
販
組
合

・
５
万
円
　
　
　
　
　
岩
瀬
寿
夫

□
町
社
会
福
祉
へ
      

・
　
万
円
　
　
　
　
　
中
本
勇
一

１０

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

福
祉
課

自
動
車
交
通
安
全
教
室

安
全
安
心
課

定例相談

費用無料。秘密は厳守します。

詳しくは、各問い合わせ先へ。

お気軽にご相談ください。

町民相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

日時

町民相談室（役場内）場所

行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとなど

内容

※詳しくは、町民相談室（内線１３０）へ。

法律相談
３月２７日昭

午前１０時３０分～午後３時３０分
日時

４月１０日昭・１７日昭

午後１時３０分～４時３０分

町民相談室（役場内）場所

顧問弁護士担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

人権・行政相談
４月８日昇

午後１時３０分～４時

日時

町公民館（吉田２４６５）場所

人権擁護委員、行政相談委員担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

教育相談
月～金曜日

午前１０時～午後４時

日時

教育研究所

（城之内４－２－１）

場所

教育相談員担当

非行、いじめ、不登校など

教育に関する悩みごと

内容

小学生、中学生、保護者ほか対象

※詳しくは、教育研究所（緯６３・８６２６）へ。

親と子の電話相談
月～金曜日

午後２時～５時

日時

相談経験豊かな先生担当

学校での悩みごとなど内容

※フリーダイヤル（緯０１２０・００１３０５）へ。

情報情報くらしの Information
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驚きでした。

　群馬県では、高崎市の少林山だるま市が有名で

すが、福島県では、白河市のだるま市が恒例となっ

ており、２月１１日に開催されました。白河駅前の

商店街にはだるまの販売や焼

きそばなどの出店がところ狭

しと並び、だるま市というよ

りは、夏のお祭りのような活

気がありました。当日も寒さ

の厳しい中でしたが、多くの

人でにぎわい、その熱気で寒

さを吹き飛ばすほどでした。

　２月に入った頃は気温が１１度と暖かく、早い春

の到来を感じていましたが、節分の翌日から一気

に冷え込み始めました。また、全国的に記録的大

雪の中、こちら鏡石町も例外ではなく、想定外の

雪の量に除雪作業が間に合わないくらいでした。

　さて、節分といえば豆まきですが、なぜか節分

用品が売られている場所に並んでいるのは大部分

が落花生です。地元の人に聞いてみると、こちら

の地域では大豆の代わりに殻付きの落花生を投げ

るのだとか。殻付きの落花生は片づけが簡単なの

で、合理的ではありますが、大豆しかまいたこと

のない私としては、そういう文化もあるのかと、

みんなのみんなの
イラストイラスト

▼

Ｐ
・
N
　
リ
リ
ウ
オ
カ
ラ
ニ

▼

Ｐ
・
N
　
パ
ン
ダ

▼

Ｐ
・
N
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

日
向
ぼ
こ
同
じ
話
し
の
く
り
返
し

久
保
田
百
代
（
　
区
）

１５

雪
溶
け
ぬ
月
に
照
ら
さ
れ
昼
の
如

堀
越
ち
せ
子
（
　
区
）

３０

－

き
さ
ら
ぎ
俳
句
会

－

師
の
句
碑
に
二
月
の
夢
を
戴
き
ぬ

萱
島
ふ
じ
子
（
５
区
）

服
薬
に
命
た
の
む
や
実
南
天

田
中
シ
ゲ
子
（
６
区
）

接
待
の
茶
菓
に
和
み
て
福
め
ぐ
り

久
保
塚
り
さ
（
８
区
）

葉
牡
丹
に
余
生
の
渦
を
重
ね
み
る

坂
本
タ
ツ
子
（
　
区
）

１７

春
立
つ
や
妻
に
定
年
な
い
暮
ら
し

渋
谷
栄
子
（
　
区
）

２２

サ
プ
リ
飲
む
水
や
わ
ら
か
き
寒
の
明
け

丸
山
和
子
（
　
区
）

２６

俳俳
　
　
　
句句

か月目

４月から１年間、災害派遣として福島県鏡石町に勤務している大泉町職員が、

現地のさまざまをリポートします。

▼福島県鏡石町ホームページ　http://www.town.kagamiishi.fukushima.jp/ 

鏡石町派遣日記
いわき

福島

会津若松

鏡石町
かがみいし    まち

南相馬郡山

白河

１１

だるま市で販売さ

れただるま

　２月２８日、外国人労働者の受け入れに関

する意見書を提出しました。

□村山町長のコメント　「外国人集住都市

会議を代表して、浜松市長とともに法務省

の奥野副大臣、自民党の高市政調会長を訪

問し、法整備に向けた課題と町の実情をお

話させていただきました」
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▼

Ｐ
・
Ｎ
　
け
ろ
っ
ぴ

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ゆ
い
た
ん

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
い
ち
ご

　
広
報
お
お
い
ず
み
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

□
連
絡
方
法

・
電
話
（
緯
　
・
３
１
１
１
　

６３

内
線
２
１
５
）

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
　
・
３
９
２
１
）

６３

・
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

tow
n.

oizum
i.g
unm
a
.jp

）

※
ご
紹
介
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
情
報
課
へ
。

身
近
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　広報おおいずみに掲載して
ほしいイラストなどは黒一色
で書いてね。
　皆さんからのご意見・ご質
問、身近な話題などもお待ち
しています。
広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
Ｅメール：kouhou@town.oizumi.gunma.jp

－

い
ず
み
俳
壇

－

語
り
く
る
遺
影
の
微
笑
余
寒
な
ほ

林
　
宣
子
（
１
区
）

春
立
つ
や
い
た
は
り
合
へ
る
腕
の
な
か

真
下
忠
男
（
　
区
）

１１

上
州
や
今
は
住
み
つ
き
霜
柱

泉
谷
澄
美
（
　
区
）

１７

春
立
つ
や
期
待
高
ま
る
ソ
チ
五
輪

青
木
し
ず
子
（
　
区
）

２０

夕
日
浴
び
白
鳥
舞
へ
り
多
々
良
沼

栗
原
　
満
（
　
区
）

２２

北
風
を
切
り
裂
い
て
行
く
救
急
車

大
川
文
子
（
　
区
）

２５

冬
薔
薇
や
人
間
だ
も
の
と
み
つ
を
の
書

前
嶋
春
生
（
　
区
）

２８

う
ら
ら
な
る「
だ
ん
べ
え
踊
り
」見
て
真
似
て

青
木
京
子
（
　
区
）

３０

早
春
や
古
稀
へ
踏
み
出
す
弱
虫
女

野
口
一
美
（
　
区
）

３０

Ｔ
Ｖ
前
ソ
チ
の
歓
声
空
気
読
む

村
田
浩
余
（
邑
楽
町
）

雪
も
消
え
春
の
足
音
カ
ラ
コ
ロ
と

ヒ
孫
咲
来
良
も
ピ
カ
ピ
カ
一
年
生

小
林
美
代
子
（
　
区
）

２１

－

や
よ
い
短
歌
会

－

大
字
の
地
名
と
同
じ
姓
な
る
を

誇
り
に
生
き
し
と
こ
の
ご
ろ
思
ふ

村
田
厚
子
（
２
区
）

歩
道
橋
に
上
り
て
気
付
き
冬
空
に

茜
夕
陽
の
棚
び
く
を
見
る

正
田
富
子
（
　
区
）

１０

四
度
目
の
ソ
チ
に
賭
け
た
る
上
村
さ
ん

四
位
な
れ
ど
も
笑
顔
の
清
し

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

六
時
半
の
天
気
予
報
の
ふ
る
さ
と
は

い
ま
だ
暗
か
り
こ
こ
は
明
け
た
り

黒
河
早
百
合
（
　
区
）

１０

手
を
休
め
目
薬
一
滴
お
と
す
眼
に

窓
べ
の
夕
影
す
で
に
差
し
お
り

高
瀬
　
壽
（
　
区
）

１０

白
木
蓮
の
全
て
散
り
た
る
葉
の
あ
と
に

固
き
蕾
の
早
も
つ
け
お
り

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

振
り
向
け
ば
立
ち
て
見
送
る
友
あ
り
き

み
ぞ
れ
降
り
初
む
立
春
の
午
後

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

更
新
せ
る
免
許
証
を
手
に
と
り
て

安
全
運
転
の
思
い
も
新
た

入
谷
宗
二
（
　
区
）

２０

背
丈
程
の
ブ
タ
草
畔
に
立
枯
れ
て

望
む
日
光
連
山
さ
む
し

濵
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

沢
庵
を
上
手
に
漬
け
る
友
の
あ
り

今
朝
も
味
は
ふ
沢
庵
う
ま
し

栗
原
伸
子
（
　
区
）

２２

黄
の
花
の
日
毎
増
し
ゆ
く
福
寿
草

笑
顔
を
貰
う
庭
の
日
溜
り

湯
澤
よ
ね
（
　
区
）

１９

昨
夜
の
雨
の
残
り
し
水
滴
朝
日
あ
び

樹
木
一
斉
に
宝
石
の
花

森
　
き
ん
（
　
区
）

１４

雪
掻
き
し
道
を
学
童
か
ら
こ
ろ
と

鳴
ら
す
高
下
駄
浮
か
ぶ
大
雪

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

短短
　
　
　
歌歌
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私の
ひ
とこと

皆さんからのご意見・ご質問
お待ちしています

〒370-0595
大泉町役場
　広報情報課　宛

ＴＥＬ　63・3111　　ＦＡＸ　63・3921
メール　kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　
２
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１０

☆
「
卒
業
式
の
思
い
出
」
に
寄

せ
ら
れ
た
投
書
の
中
か
ら
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
高
校
の
卒
業
式
が
一
番
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
と
な
り
の

友
達
と
な
ぜ
か
式
中
ず
っ
と

笑
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
…
（
悲
し
い
は
ず
が
）。
そ
の

後
教
室
に
戻
っ
た
ら
本
当
に
こ

れ
で
学
校
や
友
人
と
お
別
れ
な

ん
だ
と
号
泣
し
ま
し
た
。
3
年

間
楽
し
か
っ
た
な
～
。匿

名
希
望

　
好
き
な
先
輩
の
第
二
ボ
タ
ン

を
勇
気
を
出
し
て
も
ら
い
に
行

き
ま
し
た
！

匿
名
希
望

　
昭
和
　
年
３
月
　
日
、
中
学

３４

２０

卒
業
は
皆
と
別
れ
る
の
が
か
な

し
く
て
、涙
、涙
。
歌
を
う
た
っ

て
も
歌
え
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

匿
名
希
望

　
子
供
の
卒
園
式
が
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
集
団
行
動
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
、
見
違
え
る
ほ
ど

お
兄
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
我
が
子

が
、
と
て
も
愛
お
し
く
感
じ
ま

し
た
。
感
極
ま
っ
て
、
泣
き
出

し
て
し
ま
っ
た
女
の
子
が
涙
を

そ
そ
り
ま
し
た
。

Ｐ
・
Ｎ
　
ピ
カ
ち
ゅ
う

　
あ
お
げ
ば
尊
し
を
歌
い
な
が

ら
、
こ
の
人
達
と
は
二
度
と
逢

う
事
が
な
い
人
が
い
る
と
思
う

と
涙
が
あ
ふ
れ
た
。

匿
名
希
望

　
今
は
卒
業
式
で
色
々
な
歌
が

流
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
私

の
時
代
は
「
蛍
の
光
」
で
し
た
。

会
場
全
体
で
歌
っ
た
こ
と
が
懐

か
し
い
で
す
。

匿
名
希
望

糸
憧
れ
の
先
輩
に

糸
笑
っ
て
泣
い
て

「
卒
業
式
の
思
い
出
」

を

教

え

て

！

糸
子
供
の
卒
園
式

糸
涙
、
涙
の
卒
業
式

糸
あ
お
げ
ば
尊
し

糸
蛍
の
光

広報クイズ

①第○回選抜高等学校野球大会 （伺２ページ）
　佳８６ 加８８ 可９０

②３８係から○○係へ （伺４ページ）
　佳４０ 加４２ 可４４

③自殺対策強化○○ （伺８ページ）
　佳週間 加月間 可年間

④○○式の思い出 （伺１４ページ）
　佳金婚 加成人 可卒業

⑤大泉町いじめ防止○○○会議 （伺１７ページ）
　佳子ども 加ダボス 可高校生

☆「入学式の思い出」を教えてください（お答えの中

から、広報おおいずみに掲載させていただきます）。

□応募方法　はがきまたはメールに必要事項を記

入し、応募する（１人につき、はがきまたはメー

ルのどちらか１通までとします）

□必要事項　クイズの答え（例：①－佳）､住所､

行政区、氏名、年齢、電話番号

□応募期限　３月２５日

□応募先

※町政などに関するご意見ご要望がありましたら

書き添えてお送りください。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！（匿名を希望され

る人は「匿名希望」と明記してください）

□２月号の正解

　①－研、②－可、③－可
□応募総数　７７通で正解は７６通でした

□当選者（敬称略）

井上生駒（１区）、岩崎かおり（１区）、新井　崇（３区）

町田実千枝（９区）、小川　淳（１４区）、三宅久美子（１４区）

大谷澄夫（１５区）、柴田明里（１７区）、長谷川ちはる（１７区）

金井文子（１８区）、中里弘實（１８区）、服部あけみ（１８区）

大川香里（１９区）、大清水　清（２０区）、小林一夫（２１区）

河鰭公男（２２区）、鳥山真弓（２２区）、福原睦子（２３区）

栗原泰子（２４区）、松村陽香（２５区）、横田重子（２８区）

今月の問題 （伺ヒント）

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきまたはメールでお送りください。

全問正解者の中から抽選で２０人に５００円の図書

カードをプレゼントします。

〒370‐0595
大泉町役場　広報情報課　「広報クイズ」係

quiz-kouhou@town.oizumi.gunma.jp

〒

ご応募

お待ちしています！

図書カードが２０人に　　たる！
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っ
ち
び

子

「
ち
び
っ
子
写
真
館
」
で
は
、

３
歳
未
満
の
町
内
在
住
の
お
子

さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
掲

載
希
望
者
は
、広
報
情
報
課（
内

線
２
１
５
）
へ
。

どんなちびっ子？

おしゃべりが好きで、妹を

あやして、面倒をみてくれ

る優しい女の子です。

好きなものは？

お店屋さんごっこをした

り、絵本を読んだりするこ

とです。城之内公園に行っ

て、かもに餌をあげること

も好きです。

パパ・ママからひとこと

たくさん笑って、たくさん

遊んで、伸び伸び大きく

なってね。

 筋
  野
 あ
ゆ
 梨
 ち
ゃ
ん

す
じ
 
の
 

り

（
　
区
・
３
歳
）

１６

将
来
の
夢
は
？

薬
剤
師
に
な
る
こ
と
で
す
。
昨
年

の
秋
に
職
場
体
験
学
習
で
薬
局
に

行
っ
た
と
き
、
教
え
て
く
だ
さ
っ

た
薬
剤
師
さ
ん
の
知
識
の
豊
富
さ

と
、
丁
寧
に
患
者
さ
ん
に
対
応
す

る
姿
を
見
て
、
夢
に
対
す
る
想
い

が
強
く
な
り
ま
し
た
。
将
来
は
、

患
者
さ
ん
の
話
に
親
身
に
耳
を
傾

け
て
、
病
気
な
ど
に
対
す
る
不
安

な
心
を
和
ら
げ
て
あ
げ
ら
れ
る
薬

剤
師
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
勉
強
し
て
、
薬
学
を
専
門

的
に
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

夢夢にむかってにむかって
My dreamMy dream

学
校
・
学
年
は
？

西
中
学
校
の
２
年
生
で
す
。

学
校
生
活
は
？

休
み
時
間
に
友
だ
ち
と
お
し
ゃ
べ

り
す
る
こ
と
が
楽
し
い
で
す
。
授

業
で
は
理
科
が
好
き
で
、
天
気
な

ど
日
常
生
活
に
役
立
つ
こ
と
を
多

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
お
も

し
ろ
い
で
す
。
所
属
し
て
い
る
バ

レ
ー
部
で
は
、
春
季
大
会
で
ひ
と

つ
で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
に
、
毎

日
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
い
っ
し
ょ

に
練
習
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

 日  向  野  亜  美 さん　（１４歳）
ひ が の あ み

好きなこと

ピアノを弾くことです。卒業式で校歌のピアノの

伴奏をする予定なので、今はそれに向けて毎日、

練習をしています。音楽を聴くことも好きです。

自分の性格

周りからは、明るい性格だと言われます。

人
の
心
を
和
ら
げ
て
あ
げ
ら
れ
る

薬
剤
師
に
な
り
た
い

町内で夢に向かってがんばっている人

をご紹介します。

【
町
内
の
海
抜
高
度
最
高
点
】

　
町
内
で
建
物
を
除
い
て
１
番
高

い
地
点
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

古
海
に
あ
る
 天
  神
  山
 古
墳
の
頂
部

て
ん
 じ
ん
 や
ま

が
海
抜
　
・
３
ｍ
で
海
抜
高
度
の

４０

最
高
点
の
よ
う
で
す
。

　
上
の
写
真
は
天
神
山
古
墳
の
一

部
。
こ
の
辺
り
一
帯
が
古
墳
な
の

で
、
最
高
点
も
こ
の
中
に
あ
る
み

た
い
で
す
ね
。
近
く
の
児
島
神
社

の
方
が
、
高
い
よ
う
な
感
じ
を
受

け
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ぜ
ひ
、
一
度
こ
の
辺
り
に
足

を
運
ん
で
、
実
際
の
高
さ
を
実
感

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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多
文
化
共
生
防
災
訓
練

２月２３日、災害時に国籍を超えた助け合いができるよう

に、文化むらで「多文化共生防災訓練」が行われました。

実際に大震災が起こったと想定して行われた避難所巡回訓

練では、仮設の避難所が設けられ、通訳ボランティアが被

災者役の人と救急隊員との通訳をする姿が見られました。

ほかにも炊き出し訓練や地震体験車による地震体験などが

行われ、多くの人が真剣に訓練に取り組んでいました。

災
害
時
に
国
籍
を
超
え
て

助
け
合
う
た
め
に
行
っ
た
訓
練

(17) 広報おおいずみ　Ｈ26.3.10　Vol.782

広報で掲載された写真はご本人と

ご家族にプレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。

親子で協力して
きれいな生け花が完成
２月８日、町公民館で「親子で楽しむ生け花講

座」が行われました。参加したのは１０組の親子。

手作りの紙芝居で華道の歴史を学んだ後、ス

イートピーやチューリップなどの草花を生けま

した。初めて体験したという子どもたちも、「き

れいにできた」と笑顔を見せていました。

親子で楽しむ生け花講座

男の料理教室

２月１８日、町公民館で「大泉町いじめ防止子ど

も会議」が行われました。町内の各小中学校の

代表２１人が出席し、各学校のいじめ防止活動の

発表や、スローガンを決定する話し合いが行わ

れる中、子どもたちは「いじめゼロ」にするた

め、積極的に意見を出し合っていました。

大泉町いじめ防止子ども会議

大泉町からいじめを
なくすために

日本ラグビーフットボール
選手権大会出場

表敬訪問

２月１９日、第５１回日本ラグビーフットボール

選手権大会に出場する地元のラグビーチーム

「パナソニックワイルドナイツ」の中嶋監督が来

庁し、村山町長を表敬訪問しました。町長から

は、「期待しています」との激励の言葉とともに

壮行金が贈呈されました。

おいしい料理が
出来上がりました

２月１３日、町公民館で「男の料理教室」が行わ

れました。これは、男性にも家事・育児に積極

的に参加してもらおうと開催された教室です

が、ご家族でいっしょに参加する人の姿も見ら

れ、みんなでおいしそうなサンドウィッチなど

を完成させていました。
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この広報紙は、自然保護のため再生紙とベジタブル
インキを使用し作成しています。
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住　　　所：大泉町大字吉田１２０４

会社の概要：１９５９年設立。従業員数は約１００人、

敷地面積は４７，０００㎡。強度と耐熱に優れるグラ

スファイバー（ガラスを繊維状に伸ばしたもの）

を材料に、自動車部品、電子部品、建築土木材

料など、幅広い用途に使われるガラスクロスな

どの製品を製造し

ています。また、

製造過程で使用す

る薬品には、環境

に配慮したものを

使うなど、環境へ

の負荷も考えなが

ら、生産をしてい

ます。

　「
全
員
参
加
型
で
安
全
な
職

場
環
境
を
つ
く
り
、
高
い
品
質

の
製
品
を
製
造
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
」と
話
す
の
は
、

製
造
課
に
所
属
す
る
谷
野
隆
史

さ
ん
。
谷
野
さ
ん
は
、
製
造
工

程
に
携
わ
る
一
方
、
生
産
の
進

捗
状
況
を
管
理
。
ま
た
、
全
員

参
加
で
進
め
て
い
る
５
Ｓ
（
整

理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
 躾
 ）

し
つ
け

活
動
推
進
事
務
局
と
し
て
も
活

躍
し
て
い
ま
す
。「
５
Ｓ
活
動
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い

環
境
で
効
率
的
な
製
品
づ
く
り

が
で
き
、
そ
れ
が
品
質
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
従

業
員
が
安
心
し
て
業
務
に
取
り

組
め
る
よ
う
、
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
」
と
力
強
く
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

B
est Shot

企業紹介企業紹介
大泉町

ものづくり

　　ひとづく
り

日東グラステックス㈱

№６

さまざまな企業が立地している大泉町。

このコーナーでは各企業の担当者に登場

してもらい、会社の概要や業務内容など

について、お話を伺います。

▲工場の外観には、ロゴと社名が大きく描かれています▲製品の材料となるグラスファイバー

▲お話を伺った

 谷  野  隆  史 さん
や の たか し

▲製品（ガラスクロス）

はヘルメットにも使わ

れています

　
表
紙
は
、
選
抜
高
等
学
校
野

球
大
会
出
場
を
決
め
た
、
桐
生

第
一
高
等
学
校
の
久
保
田
選
手

と
赤
坂
選
手
。
２
人
が
バ
ッ
ト

を
持
っ
て
構
え
る
姿
は
、
い
か
に

も
打
ち
そ
う
な
感
じ
が
し
、
甲

子
園
で
の
活
躍
を
誓
う
気
迫
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
取
材
の
合
間
に
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
近
く
を
歩
い
て
い
る
と
、

平
成
　
年
の
夏
に
全
国
制
覇
し

１１

た
と
き
の
記
念
碑
を
発
見
。
改

め
て
桐
生
第
一
高
等
学
校
の
強

さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
選

抜
大
会
で
の
活
躍
に
も
期
待
感

が
増
し
ま
し
た
。
開
幕
は
３
月

　
日
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
桐
生
第

２１一
高
等
学
校
を
応
援
し
て
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　（
貴
）

▲製品であるガラスクロス


